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障害企画課 
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資料２－３ 



1. 身体障害（65歳未満） 
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「年金などの所得保障の充実」、「医療費の負担軽減」、
「障害があっても働ける場の確保」の順に多く、その次にバ
リアフリーに関する施策について順位が高い。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

47.2 

37.6 

29.8 

23.9 

16.8 

0% 20% 40% 60%

年金などの所得保障の充実 

医療費の負担軽減 

障害があっても働ける場の確保 

建物や交通機関、道路等の障害者に配慮したまちづくり

推進 

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保 

（n=322） 



2. 身体障害（65歳以上） 
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「年金などの所得保障の充実」、「医療費の負担軽減」につ
いては、65歳未満の回答と同様に高く、介護や在宅サービス
の充実についても求められている。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

39.8 

32.8 

19.7 

15.3 

12.6 

0% 20% 40% 60%

年金などの所得保障の充実 

医療費の負担軽減 

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充

実 

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実 

建物や交通機関など障害者に配慮したまちづくりの推

進 

（n=412） 



3. 知的障害 
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所得保障の順位が特に高く、施設・働ける場所・相談先の充
実や、障害理解の促進についても求められている。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

52.2 

31.3 

27.9 

22.5 

20.4 

0% 20% 40% 60%

年金など生活ができるようなお金をふやすこと 

障害のある方が利用できる施設をもっとふやすこと 

障害があっても働ける場所をふやすこと 

困っていることなどを相談できるところをふやすこと 

障害のある方のことを周りの人がわかるようになるこ

と 

（n=383） 



4. 知的障害（家族） 
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家族が亡くなった後を見据えた「グループホームなど住まい
の場の充実」や「年金など所得保障の充実」の順位が特に高
く、家族が休養できる施策についても必要とされている。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

65.7 

51.9 

31.4 

25.4 

23.0 

0% 20% 40% 60% 80%

グループホームなど住まいの場の充実 

年金などの所得保障の充実 

家族が休養できるような施策の充実 

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充

実 

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備 

（n=283） 



5. 障害児（家族） 
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「障害があっても働ける場の確保」の順位が特に高く、「放
課後等デイサービスの充実」、「学校教育や生涯教育の充
実」についても必要とされている。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

57.7 

36.1 

34.7 

28.8 

28.5 

0% 20% 40% 60%

障害があっても働ける場の確保 

放課後等デイサービスの充実 

学校教育や生涯教育の充実 

年金などの所得保障の充実 

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備 

（n=274） 



6. 精神障害 
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「年金など所得保障の充実」、「障害があっても働ける場の
確保」、「医療費の負担軽減」の順位が高く、住宅の確保や
相談しやすい環境整備についても求められている。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

59.1 

43.7 

35.2 

21.1 

21.1 

0% 20% 40% 60%

年金などの所得保障の充実 

障害があっても働ける場の確保 

医療費の負担軽減 

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保 

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備 

（n=318） 



7. 精神障害（家族） 

8 

「年金など所得保障の充実」、「障害があっても働ける場の
確保」の順位が特に高く、福祉施設の整備や住まいの充実に
ついても順位が高い。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

53.9 

52.9 

35.6 

31.9 

29.8 

0% 20% 40% 60%

年金などの所得保障の充実 

障害があっても働ける場の確保 

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備 

グループホームなど住まいの場の充実 

医療費の負担軽減 

（n=191） 



8. 難病 
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「医療費の負担軽減」、「年金など所得保障の充実」の順位
が特に高く、バリアフリー、在宅サービス、働ける場の確保
も求められている。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

52.9 

42.4 

19.9 

19.1 

15.5 

0% 20% 40% 60%

医療費の負担軽減 

年金などの所得保障の充実 

建物や交通機関、道路等の障害者に配慮したまちづくり

推進 

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実 

障害があっても働ける場の確保 

(n=361)



9. 発達障害 
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「障害があっても働ける場の確保」が特に高く、「年金など
所得保障の充実」のほか、相談しやすい環境の整備、障害理
解の促進、住宅の確保が求められている。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

55.1 

31.2 

23.9 

23.2 

21.0 

0% 20% 40% 60%

障害があっても働ける場の確保 

年金などの所得保障の充実 

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備 

障害についての理解を深めるための市民への啓発 

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保 

(n=138)



10. 発達障害（家族） 
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「グループホームなど住まいの場の充実」、 「年金など所得
保障の充実」 、「障害があっても働ける場の確保」が特に高
く、障害理解の促進、権利擁護が求められている。 

※上位５つの回答のみを抜粋 

49.3 

47.1 

45.0 

37.9 

25.0 

0% 20% 40% 60%

グループホームなど住まいの場の充実 

年金などの所得保障の充実 

障害があっても働ける場の確保 

障害についての理解を深めるための市民への啓発 

契約行為や財産などの権利が守られること 

（n=140） 


